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上野通明さん応援レポート
フレッシュ名曲コンサート

オール・ドヴォルザーク・プログラム
『新世界より』

2016年10月２日（日）
新宿文化センター 大ホール

『大好きな曲。弾けば弾くほど、ますます好き
になります』（上野さん談）というドヴォルザー
クのチェロ協奏曲（ドヴォコン）。本日は海老原
光氏の指揮、日本フィルハーモニー交響楽団
の管弦楽での演奏である。

会場の新宿文化センター・大ホールは1979年
の開館。バレエ、オペラをはじめ、さまざまな
催し物が開催され、多くの人々に親しまれてき
たホールは、新宿区のコミュニティセンターを
兼ねる。レンガによる重厚な造りの建物は、広
いロビーと大きなシャンデリアが印象的。暖色
系の照明や廊下の赤い絨毯がレトロな雰囲気
を醸し出す。

ホール内に入ると、舞台に向かって右側にそ
びえるようなパイプオルガン。ステージと客席
との距離が近いため、生の音や肉声が聞き取
りやすく、すばらしい臨場感が得られると評判
高い。

オール・ドヴォルザーク・プログラムでのドヴォコン

秋晴れの日差しのなか、会場にはお客様が続々と。

本日の演奏会は、フレッシュ名曲コンサート・シリー
ズ。公益財団法人東京都歴史文化財団（東京文化
会館）が、都内の区市町村及び区市町村の指定す
る団体との共催により実施するコンサートである。
地域で身近にクラシック音楽等の名曲に親しむ機
会を提供し、併せて東京音楽コンクール入賞者を
はじめとする新進演奏家の発掘・育成を図ることを
目的として開催されている。なお、江副記念財団は
2016年度の助成事業として「東京音楽コンクール」
を支援している。
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ドヴォルザークのコンツェルトが始まる。
ぐいぐいと、煽るかのような演奏に惹き込ま
れる。
「・・・一番好きな曲。すべての曲の中で、と
にかくこの曲が」と上野さん。演奏機会をい
ただけるのが、とにかくうれしくてしょうがな
いと楽しそうに語ってくれている。
名曲を、実にナチュラルに、曲が身体に溶
け込んでいるかのように演奏する上野さん。
今年度から付き合いだした新しいチェロが、
本当に良く鳴り響く。朗々とした柔らかみと、
意思を感じるような力強さも加わって、ます
ます魅力的な演奏を聴かせてくれた。

鳴りやまぬ拍手に迎えられ、ソリスト・アン
コール。」曲はプロコフィエフの「マーチ」
（チェロ・ソロ・バージョン）。「・・・無伴奏の
アンコールにふさわしい長さのチェロ曲って、
あまりないんです。いつもはバッハを弾い
たりしているのですが、たまには趣向を変
えてみました」と、洒落た曲を軽やかに弾き
こなし、客席から、さらに大きな拍手が送ら
れていた。

たっぷりと。かつアグレッシブにドヴォコンを奏でる

指揮の海老原氏とともに上野さん登場。「コンチェルトのソリ
ストを弾かせていただけるようになったら」と用意していたと
いうお洒落な舞台衣装。ソリストの機会も増え、この衣装の
出番も増えている。
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「自分の音楽にみなさんを巻き込んでいきたい」

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後の上野さんに話を聞いた。

－ドヴォコン、回数を重ねてますね；

「・・・少しずつですが、この曲において、こう
したいと思っていたことに加え、新たなこと
にも挑戦することができたかなと感じていま
す」

「・・・演奏を重ねられてきた名曲ですし、『ド
ヴォコンならこう』というような伝統的な演奏
があるのですが、今回、演奏機会をいただ
くにあたっては、そうしたことに引っ張られる
ことなく、もう一度楽譜を深く読み込んで、
楽譜に忠実に音を再現しようと試みました。
新しい発見もたくさんありました」

－上野さんの身体の中から歌がでてくるよ
うな。ご自分の曲になっていましたね

「・・・自分の音楽にオーケストラのみなさん
を巻き込んでいきたい、自分の弾きたいと
思う演奏にみなさんを引き込むことができ
たらと思って」、リハーサルのときから、活発
に意見を交換し、本日の演奏が出来上がっ
たとのこと。

「・・・大曲ですので、これまでは弾ききるの
が大変で思うように演奏できなかったことも
あったのですが、ようやく溶け込んできたか
なと感じています」。たしかに。演奏する姿
が、とても伸びやかで楽しそうに見えた。

＜演奏会概要＞

◆出演
指揮：海老原光
チェロ：上野通明
管弦楽：日本フィルハーモニー交響楽団

◆プログラム
ドヴォルザーク： チェロ協奏曲ロ短調
op.104
ドヴォルザーク： 交響曲第9番 ホ短調
「新世界より」 op.95 

◆ソリストアンコール
プロコフィエフ：マーチ（チェロ・ソロ版）

「・・・留学されて、ぐんぐん変化されている」

「・・・今日の演奏、アグレッシブさが前面に
出て、本当によかった」

「・・・ちょっと熱いものがこみあげてきちゃっ
た」と詰めかけたファンの皆様も口々に。

ドイツ・デュッセルドルフでの一人暮らし、
「・・新しい先生、新しい環境。内面的にも変
化しているだろうし、それによって音楽も変
わってきていると思います」と上野さん。今
は、ソリストとしてやっていけるように『表現
の強さ、強靭さ』を出すことに力を注いでい
るのだそうだ。

11月、12月とコンサートの予定がびっしり。
ドイツと日本を往復しながらの留学生活＆
演奏活動もすっかり板についたもよう。

上野さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！
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【コンサート・フライヤー】
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【コンサート・プログラム（表紙）】
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【コンサート・プログラム（プログラム）】
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【コンサート・プログラム（プロフィール）】
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【コンサート・プログラム（曲目解説）】


